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□100×50×3.2 □100×50×3.2 

450 □

(端末用) 

目かくし遮音フェンス　ＧＭ－１９１０－ＧＧ

フロントカバ－

隙間防止材 t=15 

隙間防止材 t=3 

2-遮音板(t=0.6) 

2000 

GL+0m 

(中間用) 

2000 

フロントカバ－
胴縁 t＝2.3 

（水抜穴付）

2-中間縦枠
t＝0.8 

胴縁 t＝2.3 
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表側 裏側

S=1:30 

２２２３００９０２
2024.03 

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る) 

[ナットはＵナット] 

六角BT M8×25(大W,SW付) 

角根BN M8×30(W付) 

[ナットはＵナット] 

隙間防止材

t=15 

隙間防止材

t=15 

六角BT M8×25(大W,SW付) 

隙間防止材

t=3 

隙間防止材

t=3 

角根BN M8×70(W付) 

角根BN M8×70(W付) 

表側

S=1:6 

胴縁 t=2.3 

裏
側

2000 2000 

ブラケット

t=3.2 

フロントカバ－

[ナットはＵナット] 

六角BT M8×25(大W,SW付) 

角根BN M8×30(W付) 

(t=0.6) 

遮音板

フロントカバ－

表
側

角根BN M8×30(W付) 

六角BT M8×25(大W,SW付) 

□100×50×3.2 M8タップ加工

主柱側

パネル取付図

裏側

角根BN M8×70(W付) 

(t=0.6) 

遮音板

(t=4.0) 

ポリエチレンフォ－ム

押えＬ型プレ－ト

[ナットはＵナット] 

[ナットはＵナット] 

[ナットはＵナット] 

基礎条件・・・長期許容地耐力 ９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

・遮音板

・ボルト・ナット

フロントカバ－

押えＬ型プレ－ト

外装について

ブラケット

・主柱、胴縁

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に依る。

縦枠

備考
１．

設計条件

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上

高耐候性樹脂粉体塗装

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

塗装溶融アルミ・亜鉛合金めっき鋼板（制震加工）

・・・

・・・

・・・

隙間防止材は下胴縁に現地貼り付けとする。２．


